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  保護者の皆様、地域の皆様、新年あけましておめでとうございます。昨

年中は交通指導やあいさつ運動をはじめ、豊かな教育活動への御支援な

ど、大変お世話になりました。 

  新年 1月１０日、前日まで静かだった学校に、子供だちの元気な声が戻ってきました。 

  始業式にあたり、子供たちへ以下のことを話しました。 

 明けましておめでとうございます。 

今年も南小学校をよろしくお願いいたします。 

（新年のあいさつ略） 

さて、皆さんに質問です。今年の干支は何年か知っていますか？ 

「卯」年ってどんな年でしょうか？干支には順番があることは知っています

ね。卯年は４番目になります。卯年の「卯」の漢字は門を押し開けて中に入り

込む様子を表す漢字でもあり、草木が地面を覆うほど伸び出した状態の意味と

も言われています。どちらにしても、勢いを感じさせる文字で、新しいことに

挑戦するにはとてもふさわしい年と言われています。 

これまでの卯年に起こったことを一部紹介します。今から１２年前は、サッ

カーの女子日本代表が女子Ｗ杯で優勝しましたし、そのさらに１２年前は、本

州と四国を結ぶしまなみ海道が開通しました。少しだけ紹介しましたが、何か

を成し遂げた年とも言えそうです。元気に飛び跳ねるウサギのように、強い気

持ちで目標に向かって挑戦をしていきましょう。 

次に、校長先生から、３学期に頑張って欲しいことを話します。 

３学期は１年間で一番短い学期です。しかし、学年のまとめとして、また次

の学年の準備として大切な学期です。１日１日の体や頭、心の成長は自分では

なかなか気が付きませんが、毎日の積み重ねた努力はきっと結果につながりま

す。それを次の学年へつないでいきましょう。特に、６年生は、南小学校を卒

業するリーダーとして、下級生にお手本となる姿を見せましょう。そして、次

のリーダー５年生にしっかりとバトンを渡してください。１年生から５年生、

特に５年生と４年生は新しい学校のリーダーとして６年生が心配なく卒業で

きるような行動をしてください。しっかりとバトンをつないでください。 

１年間のまとめとして、すばらしい３学期にしましょう。 



 ある神社に、こんな貼り紙がありました。 

 神社に書かれていることは、以下のとおりです。  

  読まれてみてどうお感じになりましたか？ 考えさせられる貼り紙です。 

  日々、子供と接している私たち大人の姿は、おおむね次の行動に分類されると思います。 
 

    子どもに（を） 

     教える  見守る  認める  ほめる  叱る  見過ごす ・・・など。 
 

  子供に「教える」という行為の折々に、「ほめる」「叱る」があります。私たちに大人にとっ

て大事なことは、「ほめる」と「叱る」のバランスだと考えます。また、このバランスは個人

によって、また発達段階によっても異なることでしょう。 

  それにしても、上のようなマナーに関すること、他人を傷つけること、迷惑をかけることは、

子供の将来のためにも「叱る」場面だと思います。学校でもそう心がけています。 

  また、「叱る」と「怒る」は、似ているようでも意味が違います。「叱る」というのは、愛情

を持って教えさとすこと。「怒る」というのは、自分の感情を出しているだけの行為です。 

  子どもは、「家庭の宝、地域の宝」です。我が子もよその子も、皆さんで子供の成長に関わ

っていきましょう。 

 

 

 

ホームページ内「学校生活」を開くと、日々の子供たちの様子を御覧いた   

だけます。また、主要なおたよりも「お知らせ」コーナーに掲載しています。 

 右のQRコードからお入りください。 

波佐見町では、いじめや不登校などの相談に対応する専用電話が設置されています。何かお

困りの時、だれにも相談できないという時などに御活用ください。 

また、町にはスクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーもいらっしゃいます。保

護者の皆様の子育てに関するお悩みも御相談いただけますので、ぜひ御活用ください。連絡先

は、町教育委員会（８５－２０３４）、または学校（８５－２４１４）です。 

ホームページの御案内 

波佐見町教育相談電話の御案内 （☎ 0956-85-3899） 

 「子供の成長を地域ぐるみで見守る」ということ 

 ここは、神社です。 
 皆様が心を静めてお参りをする場所です。 
 テーマパークでもファミリーレストランでもありません。 
 
 「お客様は神様です」の持論は通用しません。 
本当の神様は目の前においでです。 
当然、不敬な行動は叱ります。 

 
 親御さんがお子様をしっかり御監督なさってください。 
 お子様を叱るのは親の責任ですし、親の不行き届きで周りの人に叱っていだたいたの
なら、逆切れではなく、「ありがとうございます。」です。 
 
 自分本位な考えの大人になられないように、正しい教育で共にお子様の健やかな成長
を見守りましょう。 


